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農業研究本部 中央農業試験場

青色光による大豆のマメシンクイガ防除技術

背 景

成 果

期待される効果

経常研究

有機・特栽大豆安定生産に寄与し、作付けが拡大する。商品の差別化で高価格販売も期待できる。

有機・特別栽培の大豆ではマメシンクイガによる子実の被害が
頻発するが、有効な防除手段がなく、生産の障害となっている。

実施機関（協力機関）：中央農業試験場、道南農業試験場、（株式会社飯田照明）

マメシンクイガ幼虫 大豆子実の被害

１ 青色光のみ被害抑制効果確認 ２ 青色光による防除技術

草冠部が１～10ルクスを保つ
高さ・間隔・角度で設置

外縁部の照度不足に注意

・開花期から1週間後に
照射開始する
（生育への影響回避のため）

８月末まで、
15:00頃～翌7:00に
毎日照射

青色LED照射で
被害抑制効果あり
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100

131.7
ピーク波長４５０nm前後

3 規格内収量が増加

規格内収量
約30％UP！

青色光により行動リズムの乱れ
忌避・活動量の低下が発生

問い合わせ先：中央農業試験場病虫部 電話：0123-89-2001
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